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航    空 　 機

そ  　の  　他 5,465 △ 5,024

種
 
 
 
別

建　　 　 　物 416,211

車 　 　　　両 790 1,342

船　　 　　 舶 3,005

△ 257,802

林　　  　　野 11,204 △ 8,188

 り　災　人　員 (人) 109 △ 34

損   害   額（千円） 433,670 △ 266,667

6

4 △ 3

小　　　　　損 33 △ 7

1

26

り　　災　　世　　帯 52 △ 14

程
　
度

全　　　　　損 15 △ 4

半　　　　　損

林野焼損面積　（ａ） 746 △ 139

 死　　　　　者（人） 9 △ 7

 負　　傷　　者（人） 19

建物焼損床面積（㎡） 8,691 △ 2,909

建物焼損表面積（㎡） 648 △ 260

34 1

ぼ　　 　 　や 29 △ 4

程
　
度

全 　　 　　焼 37 15

半　　  　　焼 12 △ 7

部    分    焼

そ  　の  　他 45 △ 18

焼　損　棟　数（棟） 112 5117

船　　 　　 舶 1

航  　空 　 機

31 △ 4

車 　 　　　両 10 △ 1

火
 
災
 
種
 
別

建　　 　 　物 62 △ 5

林　　　　　野 13 △ 1

広域圏内の火災概況

（令和２年１月１日～１２月３１日）

１ 概　況

◇　第１表　火災発生状況　◇

　火災の発生状況は、総出火件数が１０６件で、前年に比べ２４件の減少となってい
る。
　火災種別でみると、建物火災５７件(前年比５件減)、林野火災１２件(同１件減)、車
両火災９件(同１件減)、船舶火災１件（同１件増）、その他の火災２７件(同１８件減)
である。
　建物の焼損面積(床面積及び表面積)は、前年に比べ３，１６９㎡減少し、林野の焼損
面積は、前年に比べ１３９ａ減少している。
　死者は２人で、前年に比べ７人減少、負傷者は２５人で、前年に比べ６人増加してい
る。
  また、損害額は１億６，７００万３千円で、前年に比べ２億６，６６６万７千円減少
している。

総  出  火  件  数 130 △ 24

△印は減少

106

区               分 令和２年（Ａ） 令和元年（Ｂ） 増　減　(Ａ)-(Ｂ)

－　１　－



　

 

106

3.34

317,241

　３　損害額

　

167,003 115

158,409 66

3,016 4

2,132 13

3,005 1

0

441 31

　２　出火件数と出火率

１件あたりの損害額（千円）

2,779

251

16

　

130

320,516

区　　　分 令和元年

注１　人口は４月１日現在の住民基本台帳による。

注２　出火率とは人口１万人あたりの出火件数をいう。

出火件数（件）

◇　第３表　火災種別損害額　◇

損　 害 　額　（千円）

建　 物 　火 　災

◇　第２表　出火率、出火件数、人口及び世帯数　◇

4.06

令和２年

出火率（件／万人）

人　　　口（人）

全　 　火　 　災

237

3,005

　  出火件数は２４件の減少となっており、出火率は３．３４（件／万人）で前年に比べ
　０．７２（件／万人）の減少となっている。

　  損害額の多い順に、建物火災によるものが全体の９４．９％（前年９５．９％）を占め、
　次いで林野火災が１．８％（前年２．６％）、船舶火災が１．８％（前年火災なし）、
　車両火災が１．３％（前年０．２％）、その他の火災が０．３％（前年１．３％）となって
　いる。

1,576

船　 舶　 火　 災

航 空 機  火 　災

区　　　　分

そ の 他 の 火 災

林 　野　 火　 災

車　 両　 火　 災

－　２　－



増　減
(Ａ)-(Ｂ)

割合(％)※ 件　数 割合(％)※ 件　数

100% 130 100% △ 24

13.2% 16 12.3% △ 2

13.2% 7 5.4% 7

3 12.3% 16 12.3% △ 3

4 10.4% 7 5.4% 4

5 5.7% 3 2.3% 3

3.8% 7 5.4% △ 3

3.8% 5 3.8% △ 1

3.8% 3 2.3% 1

2.8% 6 4.6% △ 3

2.8% 4 3.1% △ 1

2.8% 3 2.3%

2.8% 2 1.5% 1

2.8% 1 0.8% 2

1.9% 3 2.3% △ 1

1.9% 2

0.9% 2 1.5% △ 1

0.9% 1

0.9% 1

3 2.3% △ 3

1 0.8% △ 1

1 0.8% △ 1

1 0.8% △ 1

8.5% 26 20.0% △ 17

4.7% 13 10.0% △ 85

9

4

3

2

2

1

1

1

6

11

13

14

14

3

3

3

3

4

         ※割合（％）は、四捨五入の関係で必ずしも表中の合計が100％となっていない。

電灯・電話等の配線

電気機器

煙突・煙道

灯火

その他

火入れ

たき火

配線器具

マッチ・ライター

こんろ

電気装置

火あそび

不明

焼却炉

ボイラー

衝突の火花

たばこ

106

こたつ

排気管

溶接機・切断機

4

1
ストーブ

取灰

放火

放火の疑い6

9

14

16

４　出火原因

◇　第４表　出火原因　◇

順位

年　別 令和２年（Ａ）

　 出火原因の第１位は、「放火」と「ストーブ」で各１４件、続いて「たき火」が１３件、
 「たばこ」が１１件となっている。この上位の項目で全出火件数の４９．１％を占めてい
 る。

件　数

△印は減少

　　　　　　　　合　計
　原因別

令和元年（Ｂ）

－　３　－



22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年元年
過去10
年平均
（A）

2年
(A)との
比較

105 124 115 160 146 156 135 86 108 130 126.5 106 -20.5

5 2 6 6 7 7 7 4 4 9 4.8 2 -2.8

5 2 6 6 4 6 5 2 3 6 3.9 2 -1.9

3 1 2 2 1 3 0.9 -0.9

34 36 23 22 19 31 35 23 26 19 26.8 25 -1.8

3 1 2  0.6 -0.6

1 1 1  1 0.4 1 0.6

25 27 16 20 17 27 28 18 21 13 21.2 24 2.8

2 1 1  1 1 0.6 -0.6

9 4 6 1 1 3 3 5 4 3 3.9 -3.9

※死者の放火及び負傷者のその他欄には、放火による自殺、巻添え、心中及び殺人も含む。

※応急消火義務者とは、火災の現場にいる者で、次に該当する者をいう。

（１）火災を発生させた者

（２）火災の発生に直接関係がある者

（３）火災が発生した建物等の居住者又は勤務者

５　死傷者

その他

◇　第５表　火災による死傷者数の推移　◇

放　火

負傷者数

応急消火義務者

消防協力者

死　者　数

放火以外

区　　分

消防吏員

消防団員

出火件数

火災による死者は２人で、前年と比べ７人の減少となっている。
また、負傷者は２５人で、前年と比べ６人の増加となっている。

－　４　－



　　

106 57 12 9 1 27 117 38 75 2 25 6,170 607 167,003

130 62 13 10 45 112 52 109 9 19 9,339 746 433,670

6 4 1 1 10 4 12 537 22,586

8 4 1 1 2 13 4 8 4 882 3 26,715

5 5 12 3 7 831 5,974

11 10 1 15 11 27 4 3 1,132 13,246

10 6 1 3 14 3 7 1 3 498 5 34,528

11 5 2 4 8 7 12 1 3 262 60 4,160

11 4 3 1 3 8 4 7 8 987 32 9,121

37 6 7 3 21 14 9 21 2 2 641 598 40,462

26 9 7 10 23 6 11 3 1,312 568 17,937

13 6 2 1 4 15 3 8 2 733 66 9,037

9 3 1 1 4 6 3 3 198 2 13,236

9 3 1 1 4 4 1 491 19 12,499

1 1 1 1

5 4 1 4 1 3 1 112 2,418

6 5 1 9 2 5 544 7,782

6 5 1 11 4 5 1,572 74,101

8 3 4 1 5 2 2 1 2 212 4,846

8 4 1 3 7 2 4 302 7,901

8 6 2 9 3 5 1 322 9,796

10 7 3 11 6 12 1 2 591 16,063

8 6 1 1 7 2 3 5 213 32,250

7 6 1 6 3 5 1 1 2,469 225,178

8 6 1 1 14 6 13 2 516 8,946

5 2 1 2 4 2 4 152 1,890

　５月の２６件が最多で、次いで４月の１１件、３月の１０件と続いている。
　また、 四季別の発生件数は、 春季（３～５月）の４７件が最も多く、次いで秋季
　（９～１１月）の２４件、冬季（１２～２月）の１９件、夏季（６～８月）の１６件
となっている。
　損害額は、３月の３，４５２万８千円が最高額となっており、次いで１１月の
３，２２５万円、１月の２，２５８万６千円の順となっている。

６　月別火災発生状況

合計

上段：令和２年

９月

林

野

負

傷

者

建

物

４月

２月

１０月

１１月

区分

月別

１２月

５月

６月

７月

８月

◇　第６表　月別火災発生状況　◇

焼 損 面 積

建
物
(㎡)

林
野
(a)

り

災

世

帯

船

舶

航

空

機

そ

の

他

下段：令和元年

損　害　額
(千円）

焼

損

棟

数

車

両

り

災

人

員

死

者

出 火 件 数

合

計

１月

３月

－　５　－



106 57 12 9 1 27 117 38 75 2 25 6,170 607 167,003

130 62 13 10 45 112 52 109 9 19 9,339 746 433,670

59 33 6 6 1 13 55 21 39 17 2,992 139 87,985

63 35 2 7 19 59 34 77 9 9 6,136 116 378,465

47 24 6 3 14 62 17 36 2 8 3,178 468 79,018

67 27 11 3 26 53 18 32 10 3,203 630 55,205

4 3 1 9 3 5 1 2 665 2 8,834

3 1 2 2 3 144 500

12 4 8 19 5 14 1 2 758 10,295

12 4 2 1 5 8 4 9 2 335 132 4,412

4 3 1 5 402 5,956

2 1 1 1 69 1,352

9 5 1 3 7 2 4 228 19 10,849

17 11 1 5 24 10 16 3 1,680 320 27,399

7 2 4 1 3 3 3 2 227 402 19,130

15 3 4 1 7 4 1 318 23 10,731

3 3 10 2 5 1 585 45 5,234

5 3 2 10 1 3 1 551 105 9,251

8 4 2 2 9 2 5 1 313 18,720

13 4 2 1 6 4 3 4 106 50 1,560

７　市町村別火災発生状況

町村計

三戸町

五戸町

田子町

南部町

階上町

新郷村

おいらせ町

　 区分

市町村

合計

建

物

林

野

車

両

船

舶

り

災

世

帯

出 火 件 数
焼

損

棟

数

建　物
(㎡）

林  野
（a)

そ

の

他

り

災

人

員

死

者

　  前年と比較すると、八戸市が４件、南部町と階上町が各８件、おいらせ町が５件、新郷村が
　２件減少している。五戸町は同数、田子町は２件、三戸町は１件増加している。
　  損害額では、八戸市の８，７９８万５千円が全損害額の５２．７％を占め、次いで階上町の
　１，９１３万円、おいらせ町の１，８７２万円と続いている。

八戸市

◇　第７表　市町村別火災発生状況　◇

上段：令和２年 下段：令和元年

損　害　額
(千円）

合

計

航

空

機

負

傷

者

焼 損 面 積

－　６　－



令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

59 63 △ 4 47 67 △ 20 106 130 △ 24

33 35 △ 2 24 27 △ 3 57 62 △ 5

うち住宅 17 19 △ 2 10 12 △ 2 27 31 △ 4

6 2 4 6 11 △ 5 12 13 △ 1

6 7 △ 1 3 3 9 10 △ 1

1 1 1 1

13 19 △ 6 14 26 △ 12 27 45 △ 18

55 59 △ 4 62 53 9 117 112 5

21 34 △ 13 17 18 △ 1 38 52 △ 14

39 77 △ 38 36 32 4 75 109 △ 34

9 △ 9 2 2 2 9 △ 7

17 9 8 8 10 △ 2 25 19 6

2,992 6,136 △ 3,144 3,178 3,203 △ 25 6,170 9,339 △ 3,169

139 116 23 468 630 △ 162 607 746 △ 139

87,985 378,465 △ 290,480 79,018 55,205 23,813 167,003 433,670 △ 266,667

令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
（Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

9 △ 9 2 2 2 9 △ 7

6 △ 6 2 2 2 6 △ 4

3 △ 3 3 △ 3

9 9 10 △ 10 19 △ 19

1 1 1 1

17 4 13 7 9 △ 2 24 13 11

1 △ 1 1 △ 1

3 △ 3 3 △ 3そ　の　他

町　　村

△印は減少

放火以外

放　　火

消防吏員

消防団員

八　戸　市

消防協力者

航空機火災

負　傷　者

死　　者

区　　分

負　傷　者

損害額（千円）

応急消火義務者

資料　：　八戸市と他町村の比較

１　火災発生状況

区　　分

林野焼損面積（ａ）

建物焼損面積（㎡）

火
　
災
　
種
　
別

船舶火災

建物火災

その他の火災

八　戸　市

焼損棟数　（棟）

り　災　世　帯

り　災　人　員

死　　者

総出火件数

町　　　村

２　火災による死傷者  

林野火災

車両火災

広　　域

広　　域

△印は減少

―　  7   ―



令和２年 令和元年 令和２年 令和元年 令和２年 令和元年

1 ストーブ 9 5 1 放火 8 7 放火 14 16

放火 6 9 2 たき火 7 8 ストーブ 14 7

たき火 6 8 3 たばこ 6 2 3 たき火 13 16

4 たばこ 5 5 4 ストーブ 5 2 4 たばこ 11 7

5 放火の疑い 4 火入れ 3 5 5 電灯・電話等の配線 6 3

こんろ 3 3 電灯・電話等の配線 3 火入れ 4 7

配線器具 3 3 焼却炉 2 3 放火の疑い 4 5

電灯・電話等の配線 3 3 排気管 2 1 排気管 4 3

マッチ・ライター 3 2 電気機器 2 1 配線器具 3 6

排気管 2 2 煙突・煙道 2 こんろ 3 4

灯火 2 灯火 1 1 焼却炉 3 3

火入れ 1 2 取灰 1 1 マッチ・ライター 3 2

衝突の火花 1 ボイラー 1 灯火 3 1

焼却炉 1 放火の疑い 5 電気機器 2 3

電気装置 2 配線器具 3 煙突・煙道 2 1

電気機器 2 こたつ 1 取灰 1 2

溶接機・切断機 1 電気装置 1 衝突の火花 1

取灰 1 こんろ 1 ボイラー 1

火あそび 1 電気装置 3

こたつ 1

溶接機・切断機 1

その他 6 8 その他 3 18 その他 9 26

不明 4 6 不明 1 7 不明 5 13

10

1

6

9

14

16

7

2

6

３　火災の出火原因

年　　　　別
件　　数 件　　数

八　戸　市

59 63 67
　　　　　合　計
原 因 別

順位 130

広　　　　域

　　　　  合　計
原 因 別

順位

件　　数

106

年　別

町　　　村

年　　　　別

順位
　　　　　合　計
原 因 別

47

5

―　  8   ―



令和２年 令和元年 増　減 令和２年 令和元年 増　減

93 108 △ 15 25 19 6

4 2 2 4 2 2

15 12 3 8 6 2

661 737 △ 76 656 726 △ 70

117 121 △ 4 117 119 △ 2

60 102 △ 42 60 101 △ 41

1,425 1,465 △ 40 1,355 1,416 △ 61

45 52 △ 7 35 49 △ 14

144 126 18 108 89 19

8,300 8,835 △ 535 7,806 8,314 △ 508

転院搬送 1,142 1,242 △ 100 1,137 1,237 △ 100

医師搬送 44 52 △ 8

資器材輸送 3 3

その他 22 33 △ 11 2 1 1

12,075 12,887 △ 812 11,313 12,079 △ 766

※事故種別中「その他のその他」には、誤報・虚偽等を含む。

合　　計

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

自損行為

加　　害

そ
の
他

急　　病

水難事故

自然災害

火　　災

　 救急出動は１２，０７５件で、前年に比べ８１２件の減少、医療機関への搬送
 人員は１１，３１３人で前年に比べ７６６人の減少となっている。
　 一日の平均出動件数は３３．０回、４３．６分に１回の割合で出動し、住民
２６．３ 人に１人が搬送されたことになる。
   事故種別の出動件数で最も多いのは､ 急病の８，３００件（前年比５３５件減)
 で、次いで一般負傷１，４２５件（同４０件減）、転院搬送１，１４２件
（同１００件減）、交通事故６６１件（同７６件減）となっており、急病による出
動が全体の６８．７％を占めている。
　 覚知から現場到着までに要した平均時間は９．３分、覚知から医療機関収容ま
 でに要した平均時間は３７．７分となっている。

△印は減少

出動件数 搬送人員

広域圏内の救急概況

（令和２年１月１日～１２月３１日）

　１　概　況

◇　第１表　救急出動状況　◇

種別
年別

－　９　－



令和２年
(Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
(Ｃ）

令和元年
（Ｄ）

増　減
(Ｃ)－(Ｄ)

56 53 3 16 9 7

3 2 1 3 2 1

11 10 1 6 4 2

472 521 △ 49 473 520 △ 47

81 91 △ 10 81 89 △ 8

52 81 △ 29 52 80 △ 28

1,028 1,050 △ 22 973 1,011 △ 38

37 43 △ 6 30 40 △ 10

104 92 12 77 67 10

6,077 6,435 △ 358 5,704 6,034 △ 330

転院搬送 820 894 △ 74 816 890 △ 74

医師搬送 22 27 △ 5

資器材輸送 3 3

その他 20 21 △ 1 2 2

令和２年
(Ａ）

令和元年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

令和２年
(Ｃ）

令和元年
（Ｄ）

増　減
(Ｃ)－(Ｄ)

3,289 3,567 △ 278 3,080 3,333 △ 253

37 55 △ 18 9 10 △ 1

1 1 1 1

4 2 2 2 2

189 216 △ 27 183 206 △ 23

36 30 6 36 30 6

8 21 △ 13 8 21 △ 13

397 415 △ 18 382 405 △ 23

8 9 △ 1 5 9 △ 4

40 34 6 31 22 9

2,223 2,400 △ 177 2,102 2,280 △ 178

転院搬送 322 348 △ 26 321 347 △ 26

医師搬送 22 25 △ 3

資器材輸送

その他 2 12 △ 10 1 △ 1

労働災害

急　　病

そ
の
他

※第３表の数値は圏外出動を含む。

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

そ
の
他

搬送人員

合　　計

火　　災

自然災害

水難事故

交通事故

一般負傷

加　　害

水難事故

交通事故

労働災害

運動競技

◇　第３表　八戸市以外の町村救急出動件数　◇

　　　　△印は減少

出動件数

自損行為

火　　災

自然災害

8,233 8,746 △ 5138,786合　　計

運動競技

◇　第２表　八戸市内救急出動件数　◇

　　　　△印は減少

出動件数 搬送人員

9,320 △ 534

種別

年別

種別

年別

－　１０　－



出動件数 56 3 11 472 81 52 1,028 37 104 6,077 820 22 3 20 8,786 9,320 △ 534

搬送件数 14 3 6 425 81 52 972 29 77 5,676 816 1 8,152 8,687 △ 535

搬送人員 16 3 6 473 81 52 973 30 77 5,704 816 2 8,233 8,746 △ 513

出動件数 36 1 4 187 36 8 397 8 40 2,223 322 16 2 3,280 3,550 △ 270

搬送件数 8 1 2 169 36 8 381 5 31 2,102 321 3,064 3,309 △ 245

搬送人員 9 1 2 183 36 8 382 5 31 2,102 321 3,080 3,331 △ 251

出動件数 4 17 2 1 35 1 5 243 83 4 395 403 △ 8

搬送件数 1 17 2 1 35 4 230 83 373 380 △ 7

搬送人員 2 17 2 1 35 4 230 83 374 381 △ 7

出動件数 7 1 29 6 74 1 3 422 72 615 643 △ 28

搬送件数 2 1 26 6 70 1 1 401 72 580 599 △ 19

搬送人員 2 1 26 6 70 1 1 401 72 580 606 △ 26

出動件数 4 1 7 4 26 1 133 13 1 190 181 9

搬送件数 5 4 24 1 123 13 170 171 △ 1

搬送人員 7 4 24 1 123 13 172 171 1

出動件数 6 1 35 3 3 105 1 9 477 101 4 1 746 774 △ 28

搬送件数 1 33 3 3 101 1 8 451 101 702 727 △ 25

搬送人員 1 36 3 3 102 1 8 451 101 706 732 △ 26

出動件数 5 31 12 2 75 1 7 332 4 2 1 472 530 △ 58

搬送件数 2 28 12 2 74 1 6 315 4 444 487 △ 43

搬送人員 2 31 12 2 74 1 6 315 4 447 488 △ 41

出動件数 2 5 1 9 2 84 103 129 △ 26

搬送件数 1 5 1 9 1 77 94 117 △ 23

搬送人員 1 5 1 9 1 77 94 118 △ 24

出動件数 8 2 63 8 2 73 4 13 532 49 5 759 890 △ 131

搬送件数 2 1 55 8 2 68 2 10 505 48 701 828 △ 127

搬送人員 2 1 61 8 2 68 2 10 505 48 707 835 △ 128

出動件数 1 2 6 9 17 △ 8

搬送件数 2 △ 2

搬送人員 2 △ 2

出動件数 93 4 15 661 117 60 1,425 45 144 8,300 1,142 44 3 22 12,075 12,887 △ 812

搬送件数 22 4 8 594 117 60 1,353 34 108 7,778 1,137 1 11,216 11,998 △ 782

搬送人員 25 4 8 656 117 60 1,355 35 108 7,806 1,137 2 11,313 12,079 △ 766

２　市町村別救急出動状況

◇　第４表　市町村別救急出動状況　◇

※「圏外」とは出動した結果、発生場所が他消防本部管内であったもの

令和２年
合計

令和元年
合計

増減

合
　
計

(A)-(B)（Ａ） （Ｂ）

そ　の　他

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
器
材
輸
送

そ
の
他

水
難
事
故

一
般
負
傷

加
　
害

自
損
行
為

交
通
事
故

労
働
災
害

田
子
町

お
い
ら
せ
町

町
村
計

新
郷
村

五
戸
町

階
上
町

南
部
町

八
戸
市

三
戸
町

△印は減少

急
　
病

救　　　急　　　事　　　故　　　種　　　別

火
　
災

自
然
災
害

圏
　
外

運
動
競
技

市町村別

種別

－　１１　－



出動件数 17 1 108 8 7 217 6 15 1,305 203 34 3 6 1,930 2,166 △ 236
搬送件数 4 1 105 8 7 209 5 11 1,218 202 1 1,771 2,015 △ 244
搬送人員 6 1 122 8 7 209 6 11 1,234 202 2 1,808 2,035 △ 227
出動件数 19 1 2 95 17 9 230 10 29 1,371 175 4 8 1,970 2,029 △ 59
搬送件数 2 1 83 17 9 217 7 22 1,283 174 1,815 1,893 △ 78
搬送人員 2 1 89 17 9 217 7 22 1,286 174 1,824 1,903 △ 79
出動件数 5 20 3 1 41 1 7 286 109 3 476 475 1
搬送件数 18 3 1 40 6 271 109 448 448
搬送人員 18 3 1 40 6 271 109 448 449 △ 1
出動件数 6 24 5 56 1 1 334 67 494 540 △ 46
搬送件数 2 21 5 53 1 319 67 468 501 △ 33
搬送人員 2 21 5 53 1 319 67 468 506 △ 38
出動件数 6 2 48 11 6 82 1 14 554 45 769 816 △ 47
搬送件数 2 42 11 6 81 1 10 528 45 726 772 △ 46
搬送人員 2 47 11 6 81 1 10 529 45 732 776 △ 44
出動件数 13 1 3 101 29 8 174 6 20 1,019 107 1 1,482 1,621 △ 139
搬送件数 7 1 1 82 29 8 151 4 14 908 107 1,312 1,452 △ 140
搬送人員 7 1 1 90 29 8 151 4 14 909 107 1,321 1,465 △ 144
出動件数 1 5 39 2 2 93 6 19 575 55 797 830 △ 33
搬送件数 4 38 2 2 91 4 14 543 54 752 776 △ 24
搬送人員 4 45 2 2 91 4 14 544 54 760 779 △ 19
出動件数 1 21 12 10 76 1 6 334 7 1 3 472 521 △ 49
搬送件数 21 12 10 75 1 5 316 7 447 490 △ 43
搬送人員 22 12 10 75 1 5 316 7 448 491 △ 43
出動件数 8 1 17 1 56 1 3 206 56 1 350 370 △ 20
搬送件数 1 17 1 53 1 3 193 56 325 340 △ 15
搬送人員 1 19 1 54 1 3 193 56 328 343 △ 15
出動件数 1 1 7 4 30 2 170 13 1 229 226 3
搬送件数 1 7 4 28 1 159 13 213 214 △ 1
搬送人員 2 9 4 28 1 159 13 216 214 2
出動件数 4 70 10 5 161 8 9 873 112 1 1,253 1,220 33
搬送件数 2 63 10 5 156 8 8 832 112 1,196 1,166 30
搬送人員 2 68 10 5 157 8 8 835 112 1,205 1,172 33
出動件数 7 49 10 8 92 1 10 574 145 1 897 952 △ 55
搬送件数 3 44 10 8 87 1 8 541 144 846 875 △ 29
搬送人員 3 45 10 8 87 1 8 542 144 848 882 △ 34
出動件数 2 1 11 2 1 28 1 152 14 212 247 △ 35
搬送件数 1 1 10 2 1 28 1 149 14 207 236 △ 29
搬送人員 1 1 12 2 1 28 1 149 14 209 236 △ 27
出動件数 1 15 2 3 44 4 234 23 1 1 328 343 △ 15
搬送件数 12 2 3 44 3 223 23 310 325 △ 15
搬送人員 13 2 3 44 3 225 23 313 327 △ 14
出動件数 2 7 1 18 2 106 3 139 151 △ 12
搬送件数 7 1 17 1 98 3 127 142 △ 15
搬送人員 7 1 17 1 98 3 127 144 △ 17
出動件数 1 29 27 3 2 207 8 277 380 △ 103
搬送件数 24 23 1 1 197 7 253 353 △ 100
搬送人員 29 23 1 1 197 7 258 357 △ 99
出動件数

搬送件数

搬送人員

出動件数 93 4 15 661 117 60 1,425 45 144 8,300 1,142 44 3 22 12,075 12,887 △ 812
搬送件数 22 4 8 594 117 60 1,353 34 108 7,778 1,137 1 11,216 11,998 △ 782
搬送人員 25 4 8 656 117 60 1,355 35 108 7,806 1,137 2 11,313 12,079 △ 766

△印は減少

◇　第５表　署所別救急出動状況　◇

※ (分)は分署、（所）は分遣所

令和２年
合計

（Ａ）

令和元年
合計

（Ｂ）

増減

(A)-(B)

八
戸
署

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
害

自
損
行
為

交
通
事
故

労
働
災
害

急
　
病

そ　の　他
転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
器
材
輸
送

そ
の
他

３　署所別救急出動状況

救　　　急　　　事　　　故　　　種　　　別

東
　
署

三
戸
署

五
戸
署

火
　
災

自
然
災
害

水
難
事
故

（

分
）

鮫

（

分
）

河
原
木

（

所
）

根
城

（

所
）

尻
内

署

お
い
ら
せ

（

分
）

名
川

（

分
）

田
子

（

分
）

階
上

合
計

（

所
）

南
郷

（

所
）

福
地

（

所
）

西

（

所
）

北

本
部

種別

署所別

－　１２　－



△印は減少

令和２年
合計

令和元年
合計 増減

(Ａ) (Ｂ) (A)-(B)

合　計 872 116 624 415 23 15 2,065 2,202 △ 137

八戸消防署 118 10 94 115 3 2 342 452 △ 110

河原木分署 41 7 91 3 142 170 △ 28

根城分遣所 84 3 56 41 4 3 191 153 38

尻内分遣所 44 12 49 26 1 132 136 △ 4

桔梗野分遣所 39 5 13 20 3 80 110 △ 30

南郷分遣所 11 5 10 9 35 44 △ 9

八戸東消防署 92 9 104 39 1 245 259 △ 14

鮫分署 45 8 21 18 92 106 △ 14

階上分署 36 10 21 15 1 1 84 78 6

小中野分遣所 113 4 84 42 2 5 250 263 △ 13

三戸消防署 36 6 16 9 1 68 69 △ 1

名川分署 37 1 12 18 68 63 5

田子分署 27 4 12 4 4 1 52 41 11

福地分遣所 2 1 3 4 △ 1

五戸消防署 62 19 14 13 2 1 111 85 26

西分遣所 18 3 2 2 25 32 △ 7

おいらせ消防署 66 10 24 41 2 1 144 135 9

北分遣所 1 1 2 △ 1

合　計 八戸市 三戸町 五戸町 田子町 南部町 階上町 新郷村 おいらせ町 圏外

出動件数 2,065 1,499 62 130 39 94 80 20 141

割合(％） 100.0% 72.6% 3.0% 6.3% 1.9% 4.6% 3.9% 1.0% 6.8%

４　ポンプ車隊による救急支援（ＰＡ連携）出動状況

救
命
救
急

救
急
隊
出
動
中

搬
送
支
援

二
次
災
害
防
止

※割合（％）は、四捨五入の関係で必ずしも表中の合計が100％となっていない。

高
リ
ス
ク

受
傷
機
転

高
速
道
路

そ
の
他

◇　第６表　署所別理由別救急支援出動状況　◇

◇　第７表　市町村別救急支援出動状況　◇

※この表は救急事案に、ポンプ隊と救急隊が連携して活動したものを計上
※「救命救急」には、通報時、心肺停止疑いだったものを含む
※「救急隊出動中」とは、管轄救急隊が出動中で現場到着が遅れる場合の出動
※「高リスク受傷機転」とは、交通事故や転落事故等で強い外力が加わったと予想されたもの
※PA連携出動した2,065件のうちCPA件数は365件、うち、ポンプ隊が先着しCPRを実施した件数は84件
※PA連携出動で先着したポンプ隊の現場到着平均時間は7.8分

５　市町村別救急支援出動状況

出動理由

署所別

－　１３　－



区分

令和２年
（A）

令和元年
（B）

増減
(A)－(B)

令和２年
（C）

令和元年
（D）

増減
(C)－(D)

令和２年
（E）

令和元年
（F）

増減
(E)－(F)

67 76 △ 9 401 480 △ 79 37 53 △ 16

3 7 △ 4 25 79 △ 54 1 8 △ 7

42 39 3 233 244 △ 11 23 26 △ 3

8 7 1 75 57 18 6 2 4

2 1 1 9 5 4 2 1 1

3 5 △ 2 13 22 △ 9 2 4 △ 2

9 17 △ 8 46 73 △ 27 3 12 △ 9

広域圏内の救助概況

（令和２年１月１日～１２月３１日）

１　概　況

　　救助出動は６７件で、前年に比べ９件減少し、救助人員は３７人で１６人減少している。
　　事故種別は、火災が３件（前年比４件減）、交通事故が４２件（同３件増）、水難事故が８件
  （同１件増）、機械による事故が２件（同１件増）、建物等による事故が３件（同２件減）、そ
　の他の事故が９件（同８件減）となっており、交通事故による救助出動が全体の６２．７％を占
　めている。
　　事故種別毎の救助人員は、火災が１人、交通事故が２３人、水難事故が６人、機械による事故
  と建物等による事故が各２人、その他の事故が３人となっている。

◇　第１表　救助出動状況　◇

△印は減少

出　　動　　件　　数 出　　動　　台　　数 救　　助　　人　　員

 種別

合計

火災

交通事故

水難事故

自然災害

機械に
よる事故

建物等に
よる事故

ガス及び
酸欠事故

その他
の事故

－  14  －



火災
交通
事故

水難
事故

自然
災害

機械
による
事故

建物等
による
事故

ガス及
び酸欠
事故

その他
の事故

67 3 42 8 2 3 9 401 1,181 37

76 7 39 7 1 5 17 474 1,454 59

11 6 1 1 3 55 181 5

4 3 1 22 66 2

9 7 1 1 47 149 3

9 2 3 1 3 55 175 8

8 1 2 3 2 56 157 6

8 1 7 53 159 8

3 2 1 16 49

7 2 5 62 195 6

4 3 1 21 68 1

9 3 1 1 4 51 165 7

5 3 1 1 33 82 3

5 2 1 2 25 78 3

1 1 5 16 1

8 3 3 1 1 52 146 3

7 5 1 1 37 105 2

5 1 1 3 22 69 4

9 2 4 3 74 203 8

7 5 1 1 48 149 3

7 6 1 40 119 5

4 1 1 2 26 95 4

2 2 10 31 2

6 1 2 2 1 42 120 2

1 1 7 21 1

4 4 22 67 3

合　計

２　月別救助出動状況

　 　１月が１１件で最多となっており、次いで２月と９月が９件、３月が８件、８月と１０月が
   ７件と続いている。
　　 四季別でみると、冬季（１２～２月）が２１件、次いで秋季（９～１１月）が１８件、春季
　（３～５月）が１５件、夏季（６～８月）がそれぞれ１３件となっている。

◇　第２表　月別救助出動状況　◇

上段：令和２年 下段：令和元年

　
　　 区分

 月別

合計

救　助　事　故　種　別

2月

1月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

救助
人員

出動
人員

出動
台数

－　１５　－



火災
交通
事故

水難
事故

自然
災害

機械
による
事故

建物等
による
事故

ガス及
び酸欠
事故

その他
の事故

67 3 42 8 2 3 9 401 1,181 37

72 7 37 7 1 5 15 480 1,484 53

32 1 16 6 1 3 5 202 621 18

44 6 19 6 1 5 7 301 957 34

4 1 3 24 65 4

5 3 2 26 76 3

10 1 6 1 1 1 59 168 5

6 3 1 2 29 90 3

3 2 1 18 50

3 1 2 11 31

1 1 6 19 1

1 1 32 96 4

3 3 17 55 2

1 1 7 23

1 1 6 15 1

3 2 1 22 61 2

13 10 1 2 69 188 6

9 8 1 52 150 7

３　市町村別救助出動状況

　　八戸市が３２件（前年比１２件減）で全出動件数の４７．８％を占め、次いでおいらせ町が１３件
　（同４件増）、五戸町が１０件（同４件増）、三戸町が４件（同１件減）、田子町が３件（同同数）、
　階上町が３件（同２件増）、南部町が１件（同５件減）、新郷村が１件（同２件減）と続いている。
　　救助人員をみると、八戸市が１８人で全体の４８．６％を占め、次いでおいらせ町が６人、五戸町が
　５人、三戸町が４人、階上町が２人、南部町と新郷村がそれぞれ１人となっている。

◇　第３表　市町村別救助出動状況　◇

上段：令和２年 下段：令和元年

　　　区分

市町村別

合計

救　助　事　故　種　別

出動
台数

出動
人員

救助
人員

合　計

八戸市

三戸町

五戸町

南部町

階上町

田子町

おいらせ町

新郷村
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